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事業拡大のための3つのドライバーとアクション

約5億円の増資
による資金調達

M&A・
資本提携

営業力・
技術開発力
の強化

事業拡大に向けた
資本力の強化

人材・組織体制
経営・管理スキル

組織改変
人材強化

 既存事業の拡大および新規事業展開のため、増資により約5億円を調達。

 事業投資に加え、Ｍ＆Ａおよび人材採用を実施し、営業・技術開発力と経営管理スキルを強化。
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通勤テレビ（標準機能）
いつでもどこでも・・・高画質ＴＶ番組を！

自宅
データセンター

ＶｉｄｅｏＤａｔａサーバ

外出先

アップロード

ダウンロード
録画番組

①ＴＶ番組を録画 ②録画したファイルをダウン
ロード閲覧用にエンコード

③エンコードしたファイルを
データセンターへアップロード

④アップロードされたファイルを個人フォ
ルダへ登録し、ダウンロード可能にする。

⑤データセンターから、映
像ファイルをダウンロード。

ＴＶキャプチャＢｏｘ

閲覧用ＰＣ

※番組の録画予約は
携帯経由も可能。

録画したテレビ番組を、サーバー経由で携帯電話等にダウンロードし、閲覧可能にするサービス。

当社が実用新案取得済み、特許申請中。2005年秋にサービス開始予定。
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将来展開（計画）第一ステップ
研究・調査

メィファルアン大学での
無線LAN・IP電話実証事業

ネットワークインフラの拡大
WIPAS ⇒ WiMAX

アプリケーションの
企画・開発・提供

（無線配信、画像配信、位置情報）

J-FRONT

共同事業体

メコン河
タイ・インドのカウンターパート（予定）

など

日本政府機関、パートナー企業と協働し、メコン地域に無線LANネットワークインフラ・サービスを提供。

将来の世界的な４G・WiMAXの普及を視野に入れ、メコン流域諸国、インドへの本格展開を計画中。

今期：タイ・インドでの事業化

分野別展開 –メコンプロジェクト-
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第7期通期実績 第8期通期予想
(2004年3月） (2005年3月）

売上高 894 1,100 206
営業損益 ▲ 1 52 53
営業損益率 -0.1% 4.7% 4.8%

経常損益 ▲ 5 43 48
経常損益率 -0.6% 3.9% 4.5%

当期純損益 ▲0 32 42
純損益率 0.0% 2.9% 2.9%

前年同期比

2006年3月期業績予想

 中核となる３事業での売上達成と新事業への取組みで、売上1,100百万を予想。

 新規案件への投資を積極的に行いつつ、着実な黒字転換を目標。

売上予想：
位置情報業務パッケージの拡大
モニタリング倶楽部の堅調な増加
前下期立上げの新規事業の貢献

収益：黒字転換

（単位：百万円）
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2006年3月期売上構成予想

 btoBtoC案件とbtoB案件の両面展開。

 3事業＋新規案件で、安定した売上構成を目指す。

売上高： 1,100百万
経常損益： 43百万
当期純損益： 32百万

売上高： 1,100百万
経常損益： 43百万
当期純損益： 32百万

次世代
28.5%

生活情報
その他
27.9%

交通関連
22.9%

位置情報
20.6%

開発運用案件、
および新規案件

モニタリング倶楽部、
AirCompass/無線LAN倶楽部、
および新規案件

b-walkerを中心とし
た展開

JRトラベルナビゲータを
中心とした展開
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ご質問・お問い合わせ

株式会社ビーマップ
〒114-0002
東京都北区王子１－６－８
社長室 IR担当 （上野、大谷）
ＴＥＬ０３－３９１９－４３９１ ＦＡＸ０３－３９１９－４４３５
E-mail:ir@bemap.co.jp

本日はありがとうございました。

この資料に掲載されている見通し、その他今後の予測・戦略などに関わる情報は、本資料の作成時点において、当社が合理的に入手可能な情
報に基づき、通常予測し得る範囲で為した判断に基づくものです。しかしながら現実には、通常予測しえないような特別事情の発生または通常予
測しえないような結果の発生等により、本資料記載の見通しとは異なる結果を生じるリスクを含んでおります。

当社と致しましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な開示に努めて参りますが、本資料記載の見通し
のみに全面的に依拠してご判断されることはくれぐれもお控えなられるようお願い致します。

なお、いかなる目的であれ、当資料を無断で複写複製、または転送などを行わないようにお願い致します。


